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北海道全共まで 

288 日 

➢ 第 10２回広島県畜産共進会（種畜の部）が開催されました 

 令和８年 10 月 27 日（火）、三次家畜市場（三次市西酒屋町）にて、第 102 回広島県畜産共進会・種畜の部が盛大に開催されました。

この共進会は、生産者の皆様や関係者が一同に集まり、改良の方向性を共有し、今後の和牛や乳牛の生産技術の研鑽を図ることを目的

としています。今大会では、地域で選び抜かれた代表牛 74 頭（肉用種種牛 48 頭、乳用種種牛 26 頭）が出品されました。 

肉用種種牛の部では、審査の結果、庄原市口和町の川上喜久さん出品の“しげなが５の 11”が、発育が良好で、特に体の深さや伸

び、肋張りなど体積感が充実していることが評価され総合首席に輝き、農林水産大臣賞が授与されました。審査員の方々の協議を経て

結果が発表された際の、川上さんのガッツポーズから、日々の個体管理など大変気を遣われていることが伺えました。また、会場から

も大きな拍手が上がりました。総合２席には、発育・体積・均称面が優れているとして、山県郡北広島町の酒井拓也さん出品の“かつ

てつせん”が選ばれました。 

北海道全共マスコットキャラクター 
「和ぎゅリー」  承認番号４ 

➢ 「地元の農家さんの応援になれば嬉しい」 庄原実業高校 比婆牛の実演販売を実施 

 令和８年 10 月 17 日（土）、県立庄原実業高等学校が育てた比婆牛（若百合-立烏帽子-直太郎）

がＬＥＣＴ（広島市）にて、実演販売されました。消費者に比婆牛をもっと知ってもらうために、

生徒が主体となって販売牛の紹介や部位別の特徴やおすすめの 

料理を紹介するなど、売り場に工夫がされていました。 

 今回販売された牛を生まれた時から担当していた３年生の安部 

夕渚（あべ せな）さんは、この実演販売について、「はじめは緊 

張半分、楽しみ半分だった。今は、常連さんもいるし、頼もしい 

後輩もいるので、楽しい。また、実演販売という貴重な機会をく 

ださる先生や牛たちにも感謝している。」と話してくれました。 

「比婆牛は、地元の自慢のブランド牛。実演販売することで、 

直接消費者にＰＲできる。自分たちの取組で、比婆牛の認知度が 

増え、地元の農家の方の応援になれば嬉しい。」と、畜産農家への思いも伺いました。将来も畜

産業に携わるのが夢の安部さん。黒毛和種だけでなく、褐毛和種や無角和種などにも興味がある

そうで、これからさらに視野を広げ活躍されることを期待しております！！ 

また、今年の和牛甲子園では、安部さんをはじめとした３年生が地元ブランド牛である比婆牛

への取組を発表されるそうです。今後の高校牛児たちの活躍に期待です！！ 

 

 

 

審査員を務められた（公社）全国和牛登

録協会 工藤太介事務局長は、「全体的に

発育や体積に優れた牛が多く、レベルが高

かった。栄養度に課題のある牛が見られた

ので、全共に向けて引き続き関係団体と協

力して指導体制を確認してほしい。」と話

されました。主な成績は、下の表のとおり

です。出品者の皆様、誠におめでとうござ

いました。 

 

（写真上）生徒それ

ぞれがお客さんへの

アピール方法を考え

て接客を行いまし

た。（左）県共で農家

の方の手伝いをする

安部さん。牛へ向け

る笑顔が素敵です。 

（写真）生徒の工夫が凝らされた売り 

 場。部位の紹介ポップも情報盛沢山 

 でした。 

（写真上）総合首席、農林水産大臣賞を受賞した川上喜久さん（左から４

人目）と「しげなが５の11」。川上さんは、第99回県共では「しげなが５の

８」を出品し総合首席を受賞されております。受賞おめでとうございます。 

（写真上）総合２席酒井拓也さん「かつてつせん」 

（中）２区首席（株）藤谷上川畜産「ふじかみ２７１」 

（下）３区首席酒井邦昭さん「あき１１５１３」 

【肉用種種牛の主な成績】

父 母の父

１区首席（総合２席） かつてつせん R8.1.5 勝忠平 美津照重 山県郡北広島町 酒井　拓也

２区首席 ふじかみ２７１ R7.10.5 花勝百合 安亀忠 庄原市尾引町 （株）藤谷上川畜産

３区首席 あき１１５１３ R7.6.18 北美津久 幸紀雄 山県郡北広島町 酒井　邦昭

４区首席（総合首席） しげなが５の１１ R7.3.27 百合茂 安福久 庄原市口和町 川上　喜久

【乳用種種牛の主な成績】

１区首席（未経産首席） R8.1.19 三原市久井町 （同）久井高原牧場

２区首席 R7.1.19 庄原市峰田町 才木　敏希

３区首席 R6.1.24 庄原市大久保町 藤本　雄紀

４区首席（経産首席） R4.10.2  三次市布野町 （有）檜高牧場

ウイステリアブツク　RT　パリス

HDK　デルタラムダ　ロウ

褒賞 生年月日

褒賞
血　統

KKB　レジナルド　トロ　アツプル

ビゴラス　ラスター　ベルリン

所　在 氏　名生年月日名号

名号 所　在 氏　名
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次号は、 

令和８年 12 月 14 日発行予定！ 右の二次元コードから広島和牛 NEWS ﾊﾞｯｸﾅﾝﾊﾞｰをご覧いただけます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準ｶﾒﾗｱﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能です。 

インスタグラム フェイスブック

ンスタグラム 

インスタグラム、フェイスブックで広島和牛の話題を世界に発信中！フォロー・いいね！お願いします！!(^^)! 

（写真上）左から、グランドプリンスホテ

ル広島 ステーキ＆シーフード ボストン

松本店長、西日本フード（株）中尾部長、

横田知事、増永氏、藤井氏。中央のパネル

には、「たたらの記憶、はじまりの和牛 比

婆牛 HIBAGYU」。出席者が円陣を組み、「エ

イエイオー！」と団結を固めました。 

 

➢ 「たたらの記憶、はじまりの和牛」比婆牛決起会開催しました！ 

広島和牛 NEWSはWeb でも閲覧できます！！⇒「広島和牛 NEWS」で検索！ 

右の二次元コードからご覧いた 

だけます。ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの場合、標準ｶ

ﾒﾗｱﾌﾟﾘをかざすだけで読取り可能

です！ 

 

 令和８年 10 月 20 日（火）、広島県庁にて比婆牛決起会を開催しました。決起会には、横田知事をは

じめ、生産者代表として、藤井さん（庄原市）、増永さん（庄原市）、流通業者代表として、西日本フー

ド（株）中尾部長、料理人代表として、グランドプリンスホテル広島ステーキ＆シーフード  ボストン

松本店長に参加いただきました。 

これまでのブランド化の取組の成果を報告した後、横田知事から、タグライン（ブランドを表すフレ

ーズ）「たたらの記憶、はじまりの和牛」を発表していただきました。これは、比婆牛がたたら製鉄で

活躍した役牛にルーツを持つこと、この国のはじまりを生んだイザナミノミコトが眠るとされる比婆

山で守られてきた血統であること、最古の蔓（系統のはじまり）の一つであること、を表しています。

ブランド化の取組をさらに促進させ、広島県を代表する食資産へと発展させるために、「たたらの記憶、

はじまりの和牛 比婆牛」のもと関係者一同団結して取り組んで参ります。 

また、最後に関係者の皆様に、比婆牛ブランド化の取組について意気込みを伺いました。グランドプ

リンスホテル ボストン松本店長は、「比婆牛を提供すると、まず赤身の美しさを見て驚き、次にくち

どけのよさとうまみの強さを味わってまた驚いてくださる。今後も引き続きおいしい比婆牛を提供し

ていきたい。」と比婆牛の評価を語ってくださりました。 

11 月からは、下記のとおり比婆牛堪能グルメフェア 2026 を開催しております。この機会にぜひ、比

婆牛の魅力を堪能してみてください！！ 

県内の飲食店 30 店舗において、比婆牛の魅力を堪能できる特別な一皿が提供されます。 

開催期間：令和８年 11 月１日 ～ 令和８年 12 月 31 日 

期間中、参加店舗にて対象メニューを召し上がった方を対象に、 

抽選で素敵なプレゼントが当たるキャンペーンもあわせて実施しています！ 

 店舗情報など、詳細は右の二次元コードから特設サイトをご覧ください。 

比婆牛堪能グルメフェア 2026 
※写真は料理の一例です。 

➢ 生産者の皆様へ ランピースキン病について 

 ランピースキン病は、皮膚の結節（しこり）を特徴とする牛の伝染病です。 

令和７年１月以降、国内では発生しておりませんでしたが、本年 11 月に入り、九州地方（福岡県、鹿児島県、長崎県）で相次いで発

生が確認されています。（11 月５日現在） 

この病気の死亡率は数％と低いものの、効果的な治療方法がなく、２次的な細菌感染を起こすこともあり、自然治癒するまでに長期間

かかるため、本年７月１日から家畜伝染病予防法第２条第１項に規定される家畜伝染病に位置づけられています。 

本病のウイルスは、感染牛の導入・移動、吸血昆虫による媒介のほか、ウイルスが付着した物品の持込みによって農場内に侵入します。 

冬の時期は、気温の低下とともに、吸血昆虫の活動が目立たなくなりますが、畜舎内の暖かい場所には幼虫が残っている可能性があり

ます。畜舎の清掃、糞便の適切な堆肥化、幼虫駆除剤散布などの対策を実施し、大切な牛を守りましょう！ 

ランピースキン病は、牛の病気であり、人に感染することはありません。また、この病気にかかっている牛の肉や乳が市場に出回るこ

とはありません。 

☆詳しくは、広島県ホームページで「ランピースキン病」で検索または管轄の畜産事務所にお問い合わせください。 
★ 広島県からのおしらせ ★ 「広島血統和牛」LINE 友達募集中です！！ 


